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配合飼料価格安定制度の必要性

https://www.nikkei.com/article/DGXMZO46415630R20C19A6QM8000/ http://jaccnet.zennoh.or.jp/d1070000000/d1070100000/index.html http://blog.livedoor.jp/narijun1-ryou/archives/7924879.html

畜産経営コストにおける飼料費の高い割合（３割～６割）

配合飼料価格高騰時の影響緩和

補填基金（１５００億円
∗
）

* https://www.maff.go.jp/j/chikusan/sinko/lin/l_siryo/haigou/attach/pdf/index-31.pdf

𝑀: 平均価格, 𝑉𝑖 , : 月次輸入原料価格,

𝑈𝑖: 月次輸入原料使用量,

𝑑: 期間, 𝑛 𝑑 : 期間の要素数

𝑀(𝑑) ≡  𝑖∈𝑑{ 𝑉𝑖 ×
𝑈𝑖
 𝑗∈𝑑 𝑈𝑗

} ÷ 𝑛 𝑑

=  𝑖∈𝑑{ 𝑉𝑖 × 𝑈𝑖 } ÷  𝑗∈𝑑𝑈𝑗 ÷ 𝑛(𝑑)

補填額
𝐼𝐶, 𝑅𝐶

短期平均
𝑀𝑠

長期平均
𝑀𝐿 , 𝑀𝐿𝐿

使用するデータ と 予測までの流れ

1

時間

月次輸入原料総額（百万円）

期間合計輸入原料使用量（百万トン）

四半期対象数（百万トン）

𝑉𝑖 × 𝑈𝑖

𝑇

単純平均
モデル

𝐼𝐶: 異常補填額, 𝑅𝐶: 通常補填額, 𝑀𝑆: 短期平均

,

𝑀𝐿: 長期平均, 𝑀𝐿𝐿: 1.15×長期平均, 𝑇: 対象数

𝐼𝐶 ≡ 𝑀𝑠 − 𝑀𝐿𝐿 × 𝑇

𝑅𝐶 ≡ 𝑀𝑠 − 𝑀𝐿 × 𝑇 − 𝐼𝐶

 

𝑗∈𝑑

𝑈𝑗

時系列モデル

単純平均
モデル

足りる？ 足りない？

補填発動リスクの計量化

モデル同定（ 月次輸入原料総額 𝑉𝑡 × 𝑈𝑡 ≡ 𝑥𝑡 ）
モデル①

ℎ ： 𝑙𝑜𝑔

𝑇𝑡 ： １次

𝑦𝑡 ： SARIMA-GARCH (歪 t 分布)

ℎ: 変換, 𝑆𝑡: 季節変動, 𝑇𝑡: 傾向変動, 𝑦𝑡:不規則変動
ℎ: 𝑥𝑡 → 𝑧𝑡,

𝑧𝑡 = 𝑆𝑡 + 𝑇𝑡 + 𝑦𝑡 .

モデル① モデル②
通常補填額
（億円）

異常補填額
（億円）

通常補填額
（億円）

異常補填額
（億円）

VaR(90%) 1312.81 503.07 1204.78 348.06

VaR(95%) 1499.92 695.83 1396.18 511.50

VaR(99%) 1830.46 1176.77 1802.73 968.00

VaR(99.9%) 2130.95 1889.23 2172.30 1808.20

VaR(99.95%) 2273.74 2090.66 2278.22 2070.03

VaR(99.99%) 2457.18 2626.33 2457.52 2308.53

１５００億円では
足りない

2020年4月～2022年3月 予測補填発動額に対するValue at Risk (VaR)

モデル②

ℎ ： 𝑙𝑜𝑔

𝑇𝑡 ： ２次

𝑦𝑡 ： SARIMA-GARCH (歪 t 分布)


